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　わが国の食道癌罹患率は 2011年の推計では人口 10万人対で男性が 31.7人，女
性が 5.2人である．年齢調整罹患率では男性はやや増加傾向であり，女性はほぼ
横ばいである．人口動態調査によると，2013年の食道癌死亡者数は 11,543人で，
粗死亡率は人口 10万人対で男性が 15.8人，女性が 2.9人である．年齢調整罹患率
では男性においては横ばいで，女性は減少傾向である参考 URL　1）．
　近年の内視鏡検診の普及や，ハイビジョン内視鏡やヨード染色の普及，NBIシ
ステム，拡大内視鏡などの内視鏡診断の進歩により，多くの早期食道癌が発見さ
れるようになった．EMRや ESDを中心とした内視鏡治療が進歩し，わが国の早
期食道癌の診断・治療は世界をリードしている．一方で手術治療は 1980年代に 3
領域リンパ節郭清を伴う食道切除が開始され，最近では手術手技および周術期管
理が確立されたものとなり，欧米を凌駕する手術成績をあげている．しかしなが
ら，手術治療単独治療の成績は stage Ⅰでは 5年全生存率は約 90％と良好である
が，stage Ⅱ・Ⅲでは約 50％であり，これ以上の飛躍的な向上は望めない状況で
あった．わが国の食道癌の 90％以上を占める扁平上皮癌は化学療法や放射線療法
に感受性が高く，食道癌手術治療成績のさらなる向上のためには，化学療法，放
射線療法を組み合わせた集学的治療が不可欠と考えられている．手術を中心とし
た集学的治療は JCOG studyを中心として検証されてきており，JCOG9204，
JCOG9907の結果より，切除可能進行食道癌に対する手術補助化学療法として術
前 5‒FU/シスプラチン（FP）療法 2コースが標準治療となった1），2）．現在，術前化
学療法をさらに強化したドセタキセル/シスプラチン/5‒FU（DCF）療法による 3
剤併用術前化学療法と欧米の標準治療である術前化学放射線療法を新たな試験治
療としたランダム化比較試験である JCOG1109が進行中であり，その結果が待た
れる．
　「食道癌治療ガイドライン」は 2002年に初版として発刊され，その後診断に関
する記載が追加され，「食道癌診断・治療ガイドライン」として 2007年，2012年

臨牀消化器内科　Vol.　32　No.　9　2017 1191

巻頭言

臨牀消化器内科 2017 Vol.32 No.9
Ⓒ日本メディカルセンター

Yuko Kitagawa
＊慶應義塾大学医学部一般・消化器外科（〒 160‒8582東京都新宿区信濃町 35）

特集／食道癌診療の進歩　―　現状と課題

北川　雄光＊

2026/09/29 23:51:58



と 5年ごとに改訂された．第 4版として名称を「食道癌診療ガイドライン」に変
え，エビデンス至上主義からより実際の医療に役立つ判断を取り入れた最新のガ
イドラインが 2017年 6月に発刊された．食道癌の治療方針は原則としてガイドラ
インに記載されている食道癌治療のアルゴリズムに従って決定することを推奨す
る．
　今後の展望としては，手術治療では胸腔鏡下食道切除術が近年急速に普及して
いる．しかし，胸腔鏡手術の安全性，根治性，低侵襲性を示すエビデンスレベル
の高いデータはなく，JCOG1409による検証が待たれる．化学療法では 5‒FU，プ
ラチナ系，タキサン系などの化学療法が施行されているが，分子標的治療薬に関
する有用性を示す報告は少なく，今後バイオマーカーの開発や precision medi-
cineによる個別化治療による成績の向上が待たれる．また新たな作用機序を有す
る免疫チェックポイント阻害薬であるニボルマブの有効性が第Ⅱ相試験において
報告されており3），実臨床への応用が待たれる．
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